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はじめに
Appian DocCenterは、多様な形式やレイアウトを持つ非常に複雑な文書からデータを自動的に

分類・抽出できる、エンタープライズグレードのインテリジェントドキュメント処理（ IDP

）を提供するアプリケーションです。DocCenterは、安全な境界と人間による監督を維持しな

がら、高いデータ精度を保証します。

DocCenterを使用すると、大量のドキュメントを扱う煩雑な業務を、自動化されたプロセスに

変換できます。組み込みのモニタリング、メトリクス、バージョン管理により、精度を追跡し

、モデルを反復的に改善し、改良したバージョンを安全にデプロイできます。制御された

、測定可能なAIによる強化でプロセスをモダナイズします。また、DocCenterは検証（ 

verification）もサポートしており、AIエージェントを使用して、ユーザーが定義したビジネ

スルールに照らしてドキュメントを評価します。詳細については、Appianドキュメントをご

覧ください。

ユースケース：Prospera Bank

Prospera Bankは銀行サービス業界における国内有数のリーダーです。住宅ローン事業を拡大す

るため、Prosperaは小規模金融機関から住宅ローンを購入し始めました。Prosperaは各ローン

について、住宅所有者の運転免許証、銀行明細書、源泉徴収票（W-2）などの書類パケットを

受け取ります。Prosperaは、Appianを使用して各パケット内の書類の分類とデータ抽出を自動

化し、抽出したデータを下流プロセスで利用できるようにしたいと考えています。

サインイン

1. ワークショップ環境に移動してください。

2. Appian Community の資格情報でサインインしてください。

3. 指示に従って、ワークスペースを取得してください。

Appian Designerには、以下を含むいくつかの事前構築済みアプリケーションが表示されます
：

● W#LP Loan Purchasing：これらの演習を完了するための、自分専用の編集可能なア
プリです。

重要：ワークスペースを取得すると、プリビルトアプリのアプリプレフィックスに含まれる

ワークスペース識別子が割り当てられます。名前の競合を避けるため、この識別子をアプリ

プレフィックスに保持してください。例：

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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演習リファレンス：住宅ローン書類パケット

購入した各ローンについて、Prosperaはこれらのサンプル文書を含む1つのPDFを受領します。

住宅ローンのクロージングディスクロージャ
ー（Closing disclosure）フォーム

給与所得の源泉徴収票（W-2）

家賃支払証明書、手紙（Landlord letter） 銀行明細書

運転免許証

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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演習1：分類モデルの作成

シナリオ

Prospera Bankはローンの書類を単一のPDFパケットとして受け取ります。このパ
ケットを複数の書類に分割する必要があります。各書類は分類され、後続処理の
ために個別のファイルとして保存されます。

分類モデルを作成する

文書分類モデルを作成し、構成します。

します。

Classifies and splits the document packet into separate documents.

1. Appian Designerの Applications ビューで、自分の4桁のW#ワークスペース番号

を確認します。

2. ナビゲーションメニュー > DocCenter をクリックします。

3. [+ 分離モデル] をクリックします。

4. 分類モデルを作成のダイアログのステップ 1 – モデルの詳細で、名前に次のとおり入力
W# Home Loan Document Packet.

● 「#」を4桁のワークスペース番号に置き換えてください。

5. Description：次のとおり入力します。

6. AI使用率をオンにします。

● AI使用状況の詳細は、インスタンスを表示する際に AI Usageタブに表示されます。 

AIアクションの消費量は、DocCenterのHomeページ、および環境のシステムログ内

のAI使用状況ログで、すべてのモデルを横断して監視できます。

7. AI推奨改善点をオンにします。

● モデルの精度を改善する方法について、AIが生成した提案を受け取れます。

このオプションを有効にすると、AIアクションの消費量が増加する点に注意

してください。

ヒント

この構築中にDocCenterでコピーした値を保存するために、メモ帳やワードパッド
などのメモアプリケーションを開いてください。これらの値は後続の演習で必要

になります。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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8. [次へ] をクリックします。

9.  ステップ2 － カテゴリの設定で、パケットを個々の文書に分割を選択します。

次に、モデルがコンテンツを分類する際に使用するカテゴリについて説明し
ます。

1. Category と Description に以下の値を入力します。行を追加するには [+ Add 

Category] をクリックします。

Category Description

ID Driver’s license or passport

Landlord letter Letter from landlord describing rent payment history

W2 Usually 1 page long

Closing disclosure Usually 5-6 pages long

ヒント

分類モデルのキーを今すぐコピーしてください。後で、このキーを使用して
この分類モデルを参照します。キーには後ほどアクセスすることもできます

。

注記

パケットを個々の文書に分割を選択すると、デフォルトで「その他」カテゴリ
が作成されます。このカテゴリは、パケット内のページのうち、他の定義済み

カテゴリに一致しないページに使用されます。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
© Appian Corporation, 2026

5



Bank statement Usually 2-3 pages long

4.  Instances ビューに移動します。

最新のインスタンスの横に、ステータス Initiated（開始済み）が表示されます。分類インス

タンスが完了すると、ステータスは Classified（分類済み）に変わります。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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2. カテゴリとして、正確に Landlord letter と入力したことを確認します。

● 後で、家賃支払証明書（Landlord letter）として分類されたドキュメントに抽出モ

デルを関連付ける際に、この大文字と小文字を区別する値を参照します。

3. [次へ] をクリックします。

4.  ステップ3 – プロンプトを絞り込むでは、すべてデフォルトの選択のままにし、[作成] を
クリックします。

5. 左側のナビゲーションペインで「分離」を展開し、「モデル」を選択します。

6. 作成した W# Home Loan Document Packet 分類モデルを見つけます。

分類の実行

サンプルドキュメントパケットを使用して分類を実行します。これにより、ドキュメントパケ

ットが分類モデルに送信され、照合できる応答が返されます。

1.  モデルのリストから、作成した分類モデル W# Home Loan Document Packet を選択し

ます。

2. [分離を実行] をクリックし、以下を設定します。

● 文書タイプ：既存の文書が選択された状態のままにします。

● 文書を選択：Home Loan Packet For Testing.pdf を検索して選択します。

● テストケースとして設定をオンにします。

3. [分離します] をクリックします。



分類インスタンスの照合

分類インスタンスの応答を照合し、ドキュメントパケットが個別のドキュメントに正しく分

割されたことを検証します。結果は、このモデルバージョンのベースライン精度を提供する

分類インスタンスです。

1. 分類が完了したら、インスタンス名 Home Loan Packet For Testing をクリックします。

2. 右上の [インスタンスの調整] をクリックします。

3.  インスタンスを調整ダイアログでは、各カテゴリが折りたたみ可能なセクションとし

て表示され、分類の詳細を確認または編集できます。各カテゴリのセクションを展開し

てスタートページと終了ページを確認し、必要に応じて修正します。

● W2、スタートページ: 1、終了ページ: 1

● Bank statement（銀行明細書）、スタートページ: 2、終了ページ: 3

● ID、スタートページ: 4、終了ページ: 4

● Landlord letter（ 家賃支払証明書 ）、スタートページ: 5、終了ページ: 5

● Closing disclosure（クロージングディスクロージャー）、スタートページ: 6
、終了ページ: 10

4. [送信します] をクリックします。

5.  分類モデルの上部で、AI使用率ビューに移動し、AIアクションの使用状況を確認

します。

6. サマリービューに戻ります。

7. インスタンスの詳細の下で、W# Home Loan Document Packet - Version 1 をクリック
してモデルに戻ります。

注記

文書のサイズと複雑さによっては、分類に数分かかる場合があります。ステー
タスの更新を確認するには、Instances ビューを更新してください。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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分類モデルのモデル精度に注目してください。このバージョンのモデルを更新することも、新し

いバージョンを作成することも、テストケースの実行や新規テストケースの作成を続けることも

できます。また、モデルの精度を改善するための提案が表示される場合もあります。

8.  分類モデルの上部で、テストビューに移動します。改善点タブで、AIが提案する改善案

を確認します。

提案される改善案には、あいまいさを減らすためにカテゴリの説明を充実させることや、モデ

ルが視覚的要素をより適切に検出できるようにビジョン分類を有効にすることなどが含まれま

す。時間の都合上、このワークショップではモデル精度を改善する提案は実装しません。

9. 改善点タブの右上で、[完了としてマーク] をクリックします。

演習2：抽出モデルの作成

シナリオ

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
© Appian Corporation, 2026

8



Prosperaの目標は、大家からの手紙から非構造化データを抽出することです。こ
れらの文書は通常、段落形式を使用し、内容とスタイルは執筆者個人によって異
なります。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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抽出モデルを作成する

家賃支払証明書 （Landlord letter）として分類されたドキュメント用の抽出モデルを作

成し、設定します。

1. DocCenterの左側のナビゲーションペインで、Home に移動します。

● Homeページで確認できるAIアクションのデータに注目してください。

2. [+ 抽出モデル] をクリックします。



Extracts data from the landlord letter.

● バウンディングボックスは選択された状態のままにします。

● AIの使用状況を記録をオンにします。

4. [次へ] をクリックします。

5. ステップ2 – セクションを設定では、すべてデフォルト値のままにして[次へ] をクリッ
クします。

6. ステップ3 – フィールドを作成では、すべてデフォルト値のままにして [次へ]をクリッ
クします。

抽出するフィールドと値を定義し、必要に応じて追加のプロンプト設定を行います。以降の

手順では、必ず各行のラベルに正確な値を入力してください。

ヒント

今すぐ抽出モデルのキーをコピーしてください。後で、このキーを使用
して抽出モデルを参照します。キーには後からもアクセスできます。

注記

ネットワークセキュリティ上の制限によりドキュメントのアップロードができな
い可能性があるため、このワークショップでは「文書から抜粋」メソッドは使用

しません。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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3. 抽出モデルを作成ダイアログのステップ1 – モデル詳細で、以下を設定し

ます。

● 名前：W# Landlord Letter と入力します。

○ 「#」をお使いの4桁のワークスペース番号に置き換えてください。
● 説明：次のとおり入力します。



1. 以下の値と説明を入力します。行を追加するには [+ 行の追加] をクリックします。

● すべての行で、キー は生成された値のまま、方法 はデフォルトのままにします。

Label Data Type Instructions

Letter date Date

Tenant one Text

Tenant two Text

Lease start date Date

Lease end date Date

Rent minimum Decimal

Rent maximum Decimal

Rent paid on time Boolean Was the rent paid in full and on time?

2. [次へ] をクリックします。

ステップ5 – プロンプトを絞り込むでは、モデルに担わせたいロールを自然言語で定義できます

。また、モデルに何を実行させたいか、応答に何を期待するかについて、追加の指示を与えるこ

ともできます。このワークショップでは、すべてデフォルト値のままにします。

1. ステップ5 – プロンプトを絞り込むでデフォルト設定を確認し、[作成] をクリックしま
す。

2. 左側のナビゲーションペインで抽出を展開し、モデルを選択します。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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3. 作成した W# Landlord Letter 抽出モデルを見つけます。

抽出の実行

サンプルドキュメントに対して抽出を実行します。これにより、ドキュメントが抽出モデル

に送信され、確認して照合できる応答が返されます。

1. モデルのリストから、作成した抽出モデル W# Landlord Letter を選択します。

2. 右上の [抽出を実行] をクリックし、以下を設定します。

● 文書タイプ：既存の文書が選択された状態のままにします。

● 文書を選択：Landlord Letter For Testing.pdfを検索して選択します。

● テストケースとして設定をオンにします。

○ 後でこのドキュメントを使ってすばやく再テストできるよう、必ず

テストケースとして設定をオンにしてください。

3. [エキス] をクリックします。

4. インスタンスビューに移動します。

最新のインスタンスの横に、ステータス開始済みが表示されます。抽出が完了すると、ステー

タスは抽出済みに変わります。

抽出インスタンスの照合

抽出応答を確認し、フィールドを照合します。正しく抽出されたフィールドを検証し、抽出

されなかったフィールドの値を更新します。その結果、このモデルバージョンのベースライ

ン精度を提供する抽出インスタンスが得られます。

注記

ドキュメントのサイズと複雑さによっては、抽出に数分かかる場合がありま

す。ステータスの更新を確認するには、インスタンスビューを更新してくだ

さい。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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1. 抽出モデルのインスタンスビューを開いているはずです。

● 最新のインスタンスの横に、ステータス抽出済みが表示されます。

2. 抽出が完了したら、インスタンス名 Landlord Letter For Testing をクリックします。

3. 右上の [フィールドを調整]（フィールドの照合）をクリックします。

フィールドの横にある 場所アイコンをクリックすると、モデルが情報をどこから抽出した
かを確認できます。

フィールドの抽出値を修正するには、 フィールドの横にある蛍光ペンアイコンを選択し

、ドキュメント上で直接クリック＆ドラッグして正しい値を抽出します。

4. [送信します] をクリックします。

5. サマリービューのインスタンス詳細の下にあるインスタンス精度の

パーセンテージに注目してください。

● すぐにパーセンテージが表示されない場合は、ページを更新してください。

テストケースを実行する

テストケースを使用して新しい抽出を実行します。照合済みのテストケースに対して抽出を

実行すると、再度照合することなく精度を確認できます。

1.インスタンス詳細の下で、W# Landlord Letter - Version 1 をクリックしてモデルに戻りま

す。

2. 右上の [すべてのテストを実行] をクリックします。

注記

生成AIは非決定的です。抽出結果がこの演習で説明されている結果と若干異なる
場合があります。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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3.すべてのテストを実行ダイアログで [実行] をクリックします。

ストレートスルー処理（Straight Through Processing）

ストレートスルー処理タブでは、自動化されたバリデーションとチェックを設定できます。こ

れらの自動チェックにより、どのドキュメントがシステムを自動的に通過でき、どのドキュメ

ントに人間によるレビューが必要かが決まります。

1. ストレートスルー処理タブに移動し、設定を確認します。

● Confidence Threshold（信頼度しきい値）は、抽出データに最低限の確信度スコアを

設定することで、品質ゲートとして機能します。この基準を下回るフィールドは、自

動的に人間によるレビューの対象としてフラグ付けされます。

● Sampling Rate（サンプリングレート）は、成功した抽出の一定割合を品質

検証にルーティングすることで監督を維持し、モデルが長期にわたって正確

であり続けることを保証します。

● AI Review（AIレビュー）は、別のLLMを使用して抽出値をクロスチェックす

る二次検証を提供し、標準の信頼度スコアでは見逃されかねない微妙な不一致

を検出します。

テストケース抽出のレビュー

1. 抽出モデルの上部で、インスタンスビューに移動します。

抽出が完了すると、ステータス 自動的に調整済み（自動照合済み）または要レビューが表示

されます。抽出結果がテストケースの照合値と一致する場合は、自動的に照合されます。こ

の演習の手順どおりに進めていれば、自動的に照合されているはずです。

注記

時間の都合上、このワークショップではこれらの機能を設定しません。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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演習3：分類モデルと抽出モデルをプロセスに追加する

分類モデルと抽出モデルを作成したので、それらをプロセスモデルに組み込みます。

分類モデルのキーを見つける

分類モデルのキーを先ほどコピーしていない場合は、今コピーできます。プロセスから分類モデル

を実行するには、このキーが必要です。

1.  左側のナビゲーションペインで 分離を展開し、モデルを選択します。次のモデルを検索し
ます：

W# Home Loan Document Packet 分類モデル

2. 右側で、三点メニュー > [詳細を更新] をクリックします。

3. 詳細を更新ダイアログで、キーをコピーします。

プロセスモデルに分類サブプロセスを追加する

次に、分類サブプロセスを追加し、分類モデルを実行するように構成します。

1. ナビゲーションメニュー > Appian Designer をクリックします。

2. W#LP Loan Purchasing (W#LP) アプリケーションを選択します。

3.  構築ビュー に移動し、W#LP Upload Home Loan Documents プロセスモデルを開

きます。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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1. 左側のパレットで次を検索します：AIA Classification Run Model Version

2.  AIA Classification Run Model Version をキャンバスにドラッグ＆ドロップし、 

Upload Document Packet ノードとMap Classification Data ノードの間に配置します。

このサブプロセスは、お客様の分類モデルを使用してドキュメントパケットを分割し、分類

済みデータをプロセスに返します。次に、サブプロセスのセットアップを設定します。

1.  Subprocess - AIA Classification Run ノードをダブルクリックして、プロパティを設定
します。

2. セットアップタブに移動します。

3. 入力変数の下で、document (ドキュメント) 変数のドロップダウンをクリックし、

documentPacket を選択します。

4. modelKey (テキスト) 変数については、 [式のエディタ] をクリックします。

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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注記

このプロセスモデルは、この演習をサポートするための例として作成さ
れています。要件に応じて、プロセスフローは異なる場合があります。

このプロセスモデルには、開始フォーム、サポート用のスクリプトタスク、およ

びレコード書き込みノードが構成されています。プロセスは、ユーザーが開始フ

ォームを送信すると開始され、pv!documentPacketを使用してドキュメントパケ

ットがプロセスモデルに渡されます。



5. 式エディターで、分類モデルのキーを引用符付きで入力します。

例：

● 必ず分類モデルキーを正確に入力してください。この変数は大文字と小文字

を区別します。

● キーは、DocCenterでモデルを開き、詳細を更新を選択すると確認できます。

6. [保存して閉じる] をクリックします。

次に、サブプロセスが分類インスタンスデータをプロセスに返すように、出力変数を設定しま

す。

1. 出力変数の下で、追加をクリックし、以下を設定します。

● 最初のドロップダウンで、classificationInstance を選択します。

● 2番目のドロップダウンで、ClassificationInstance を選択します。

2. Configure Subprocessダイアログで [OK] をク
リックします。

分類データのマッピングと書き込み

プロセスモデル内の次の2つのノードは、既に設定済みです。Map Classification Data ノードは

、分類インスタンスから返されたデータを W#LP Home Loan Documents レコードタイプの対
応するフィールドにマッピングします。このノードの出力は

納されます。
pv!classifiedDocumentData に格
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Write Home Loan Documents ノードは、 pv!classifiedDocumentData を新し
W#LP Home Loan Document レコードタイプのレコードに書き込みます。分類されいた各ドキ
ュメントに対して、新しいレコードが作成されます。

抽出用ドキュメントと抽出モデルキーの取得

ドキュメントパケットが5つの個別のドキュメントに分割され、各ドキュメントが新し

い W#LP Home Loan Document レコードで表されるようになったので、抽出を設定

します。

Get Docs & Extraction Models スクリプトタスクは、以下を実行します。

● 各ドキュメントカテゴリを対応する抽出モデルにマッピングし、抽出に使用される抽

出モデルキーを決定します：
pv!extractionModelKeys .

● 抽出に送信されるドキュメントを決定します：
pv!documentsForExtraction .

このノードでは、家賃支払証明書（Landlord letter）のドキュメントカテゴリを W# 

Landlord Letter 抽出モデルに関連付ける式を更新します。

1. Get Docs & Extraction Models ノードをダブルクリックして、プロパティを編集し
ます。

2. データタブに移動します。

3. 入力タブのノード入力の下で、extractionModelKeys を選択します。

4. フィールドプロパティの下で、値の横 にある[式エディター] をクリックします。
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5. 式エディターで、次をクリックします： Format expression（式のフォーマット）

Appianは、家賃支払証明書からデータを抽出するために、W# Landlord Letter 抽出モデルを使
用する必要があります。equals パラメータでは、分類モデルのカテゴリと
Landlord letter が一致していることに注目してください。

equals パラメータの値は、分類モデルの家賃支払証明書（Landlord letter）カテゴリと正確

に一致する必要があります。このパラメータは大文字と小文字を区別します。参考までに

、W# Home Loan Document Packet 分類モデルには「Landlord letter」というカテゴリが

含まれています。
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注記

文書抽出をスケーリングするには、a!forEach式を拡張して、各分類カテゴリと対
応する抽出モデルキーを含めます。このワークショップでは、時間の都合上、1つ

の分類カテゴリを対応する抽出モデルキーに関連付けます。



次に、プロセスモデルで、W# Landlord Letter 抽出モデルのモデルキーを入力します。

1. 式エディターで、then パラメータの
“Enter your extraction model key here”

を、抽出モデルのキー（引用符で囲む）に置き換えます。  例：

2. [保存して閉じる] をクリックします。

抽出モデルのモデルキーを確認する必要がある場合：

1.  左側のナビゲーションペインで Extraction を展開し、Models を選択します。W# Landlord 

Letter 抽出モデルを検索します。

2. 右側で、三点メニュー > [詳細を更新] をクリックします。

3. 詳細を更新ダイアログで、Key をコピーします。
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このノードの設定が完了しました。

4. 構成する Get Docs & Extraction Modelsダイアログで [OK] をクリックします。

プロセスモデルに抽出サブプロセスを追加する

次に、抽出サブプロセスを追加します。このサブプロセスは、ドキュメントからデータを抽出

してメインプロセスに返します。サブプロセスは、複数のノードインスタンス

（MNI）を実行するように設定し、pv!documentsForExtraction 内の各ドキュメントが

データ抽出に送られるようにします。

1. 左側のパレットで次を検索します：AIA Extraction Run Model Version

2.  AIA Extraction Run Model Version をキャンバスにドラッグ＆ドロップし、Get Docs & 

Extraction Models ノードと Map Extraction Data ノードの間に配置します。

サブプロセスのセットアップを設定します。

1. Subprocess - AIA Extraction Run ノードをダブルクリックして、プロパティを設定
します。

2. セットアップタブに移動します。
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3. 入力変数の下で、document (ドキュメント) 変数のドロップダウンの横にある

[式のエディタ] をクリックします。

4. 左側の データタブで、プロセス変数を展開し、次を展開します：

documentsForExtraction.

5. documentsForExtraction の下で、documentId を選択します。例：

Process Documents at Scale with Appian DocCenter 4.3
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後で、このサブプロセスを複数インスタンスで実行するように設定します。そのため、

pv!documentsForExtraction にタスクプロパティを追加します。

1. 式の末尾に角括弧を追加します。

2.  左側の データタブで、タスクプロパティを展開し、instanceindex を選択して、式の末

尾の角括弧内に挿入します。例：



3. 式のエディタダイアログで [保存して閉じる] をクリックします。

抽出モデルキーの変数には、前の Get Docs & Extraction Models ノードで設定されたプロ

セス変数を渡します。

1. modelKey (Text) 変数のドロップダウンの横にある [式のエディタ] をクリックし
ます。

2. 左側の データタブで、プロセス変数を展開し、次を選択します：

extractionModelKeys.

3. 式の末尾に角括弧を追加します。左側の データタブで、タスクプロパティを展開し
、instanceindex を選択して、式の末尾の角括弧内に挿入します。例：
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4. 式のエディタダイアログで [保存して閉じる] をクリックします。

複数のドキュメントに対してデータ抽出を同時に実行するには、このノードの複数のインスタ

ンスを有効にします。

1. 構成するSubprocessダイアログで、その他タブに移動します。

2.  倍数インスタンスの下で、次の各アイテムに1つのインスタンスを実行を選択しま
す。

3. 次の各アイテムに1つのインスタンスを実行のドロップダウンで、次を選択します：

documentsForExtraction.

4. 次のときに進むでは、すべてのインスタンスが完了しましたを選択します。
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5. [OK] をクリックします。

6. File > [保存 & 公開] をクリックします。

抽出データのマッピングと書き込み

注記

DocCenterのオートスケールされたプロセスに対するサポートを活用するには、 
Subprocessスマートサービスの代わりにスタートプロセススマートサービスを使
用して、分類または抽出をトリガーしてください。
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演習4：作業のテスト

最後に、作業内容をテストします。

1. 別のタブで、ナビゲーションメニュー >Loansをクリックします。

2. Upload Document Packetフォームの Select Loan の下で、100 と入力します。

3. Upload Home Loan Document Packet の下で、Use Example Document Packet をク
リックします。

文書処理パイプラインに検証を追加する

各ドキュメントがコンプライアンス要件を満たしていることをチェックする検証ス
テップを追加することもできます。たとえば、Prospera Bankは次のことを検証で

きます。

● クロージングディスクロージャーに借り手の署名が含まれていること

● W-2の日付が過去2年以内であること

● 銀行明細書が少なくとも2か月分の取引履歴をカバーしていること

まず、DocCenterで検証モデルを構築してテストします。自然言語でビジネスル
ールを定義すると、AIを活用したエージェントが各ドキュメントを評価し、ルー

ルごとに合格/不合格の結果を返します。次に、 
AIA_ENTRYPOINT_RunVerificationModel サブプロセスを使用して、検証モデルを
プロセスモデルに組み込みます。

時間の都合上、このワークショップでは検証は設定しません。
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プロセスモデル内の次の2つのノードは、既に設定済みです。Map Extraction Data ノードは
、抽出されたデータを W#LP Home Loan Documents レコードタイプの対応するフィールド

にマッピングします。このノードの出力は pv!extractedDataToWrite に格納されます。

Write Home Loan Documents ノードは、pv!extractedDataToWrite を W#LP Home 

Loan Document レコードタイプのレコードに書き込みます。



4. [UPLOAD] をクリックします。

5. Loansページに移動します。

● プロセスが完了すると、ローン100の Classified Documents と

Extracted Documents が更新されるのを確認できます。

● 分類と抽出には数分かかる場合があります。最新情報を確認するには、ペー

ジを更新してください。

4. Loan ID をクリックして、サマリービューを開きます。

5.  Home Loan Documents グリッドで、ドキュメントパケットから分割された各ドキュ

メントを確認します。

8. 家賃支払証明書（Landlord letter）の抽出が完了したら、Landlord letter をクリックして

サマリービューを開きます。
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おめでとうございます。このワークショップを完了しました。
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